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2022 年 6 月 12 日 

報道各位 

私たち入曽地区住民の有志は 5 月 29 日、入間小学校跡地のケヤキ（ケヤキ）とイオンそよら入曽（イオ
ン）との共存を実現するため、市民団体「入間小のケヤキを未来につなぐ会」（代表 福住勇矢）を立ち上げ
ました。5 月 30 日に狭山市長への要請書（別紙参照）を提出し、市の関係部局への事実確認や市議会への働
きかけ、有識者への聴き取りを開始しました。市民の意志を集めるためにオンライン署名を開始しました。
今後、既存の市民団体「入曽まちづくりの会」と連携して活動していきます。 

入間小のケヤキについて 

入曽駅周辺整備事業の一環として、市は入間小跡地に複
合商業施設の公募を行いイオンの出店を決定しました。こ
の跡地には 101 年前に当時の児童が植樹し、閉校後も大切
に残されてきたケヤキの大木が存在します。ケヤキの現位
置での存続要望は整備事業のパブリックコメントでも多数
寄せられました。市は、公募の際にケヤキを残したいとい
う事業者が複数あったにもかかわらず、すべての事業者に
伐根を求めました。決定したイオンはこの条件に縛られて
おり、敷地引き渡し（当初 6 月 1 日の予定が、他の事情で
協議中のため期日未定）後、いつ伐根されてもおかしくありません。 

ケヤキの店舗への影響について 

ケヤキは移植や挿し木をするには問題がありましたが、そのまま残すことについて、市は樹木医の診断な
ど十分な検討を行っていません。私たちの有識者への聴き取りでは、少なくとも外観からは大きな問題は見
つかっていません。市は維持管理の問題も挙げていますが、私たちの調査では、イオンの別の店舗で「地域
の住民に喜んでもらえるように」地域の名木をほぼ自己負担で管理していたり（イオンモール東久留米）、約

入間小跡地のケヤキ保存に向けて活動を開始 

― 概 要 ― 

 市民団体「入間小のケヤキを未来につなぐ会」を立ち上げ 
 市長に入間小跡地のケヤキと複合商業施設との共存に向け、イオンとの協議を要請 
 市民向けにオンライン署名を開始 
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Change.orgのキャンペーンページの一部 

５０本の既存樹木を積極的に保存し施設の景観づくりに活用している（イオンモール多摩平の森）などの事
例がわかり、市とイオンの協議次第でケヤキと店舗との共存が可能です。 

市の不誠実な対応 

市はケヤキを現位置で残せない理由について複合商業施設の誘致に不利であることしか挙げていません。
複合商業施設公募時の質問ではむしろ保存したいと表明した事業者が複数あり、必ずしも誘致の不利にはな
らないことが判明しました。したがって、ケヤキが現位置で保存できない理由は消失しました。しかしなが
ら、市は募集要項を変更しないまま公募を続け、事業者に決定したイオンに伐根を求めています。市民から
は保存の要望が多く、市長自らも「入間小跡地に今も残るケヤキを何とか残したいと思ったのは地域の皆さ
んや私だけではないでしょう。」と広報媒体でコメントしています（One for All 市長が走る！ 2022年 5月
10日掲載）。状況に応じて事業を見直さない市の対応は、市民に対して不誠実です。 

オンライン署名について 

同校卒業生や市民からの声を集め、市の条件変更や市議会での調査を後押しするため、オンライン署名サ
イト「Change.org」で「未来へつなごう！入曽の歴史 まちのシンボル 旧入間小のケヤキとイオンの共存を
求めて」というキャンペーンを実施しています。 
URL：https://www.change.org/keyakinomirai/ 

電話 050-3635-1920（代表 福住）  

E メール keyakinomirai1920@gmail.com 

この件に関する 

お問い合わせ先 

オンラン署名サイト（ht t p s : / /w ww . c h a n g e . o r g / k e y a k i n o m i r a i /）はこちら▶ 

https://www.change.org/keyakinomirai/


2022 年 5 月 30日 
狭山市長 小谷野剛様 

入間小のケヤキを未来につなぐ会 
代表 福住勇矢 

事務局 狭山市水野 147-117 
電話 04-2959-0816 

入間小学校跡地のケヤキ伐根中止を求める要請 

今年も入間小学校のケヤキが碧々と生い茂る季節となりました。狭山市長におかれまし
ては、市民に寄り添い共に乗り越えていく市政運営に日々ご尽力いただき、ありがとうござ
います。 
さて、入間小学校跡地利活用事業の計画に沿って、事業用地のイオンリテール株式会社

（以下、イオンと称する）への引き渡しが迫っていることと認識しています。同事業では、
入間小学校のケヤキの立ち木（以下、ケヤキと称する）が事業者の責任において伐根処分さ
れることになっています。しかし、すでにご承知の通り、ケヤキの伐根については同校卒業
生や市民から反対の意見が出されていました。私たちも一市民として意見を発信し、これま
で事業関係者の動きを注視して参りました。しかしながら、事業者への用地引き渡しが近づ
く今でも依然として多くの市民がケヤキの保存や現状での活用を要望しており、さらには
伐根に対する疑問の声が増していることに気づかされました。それどころか、ケヤキの処遇
を知らない市民や残されると誤解している市民が一定数いることもわかってきました。こ
れらの民意を狭山市が正確に把握できているのか、私たちは疑問に感じています。民意を捉
え切れていない事業推進が住民感情を損ね、伸びしろのある入曽のまちづくりを取り返し
のつかない結末に導くのではないかと、強く懸念しています。 
このような問題意識の下、私たち市民の有志が集まって「入間小のケヤキを未来につなぐ

会」を立ち上げました。伐根まで時間が限られる中ではありますが、無視できない市民の想
いの数々を私たちが受け止め、確実に事業に反映されるようこの問題に取り組んで参りま
す。私たちは市民の代弁者であり信頼される行動者でありたいと、固く決意しました。何よ
り私たちも、ケヤキが今のまま残ることを切に願っています。 
私たちは狭山市に対して下記の内容を強く要請します。よろしくご配慮賜りますよう、お

願いいたします。 
 

記 
【要請の内容】 
１． イオンに対して、ケヤキの伐根処分の手続き中断を今すぐに申し入れること。 
２． ケヤキの伐根中止と現位置での保存・活用を前提に、複合商業施設の設計変更やケヤキ

別紙 



の管理方法等についてイオンとの協議を開始すること。 

【要請の理由】 
１．（市民の意見と計画の周知不足）ケヤキを残してほしいとの意見が「入曽駅周辺整備事

業基本計画（案）に関するパブリックコメント」でも複数件寄せられています。私たち
が街頭や戸別訪問で実施した市民への聴き取りでも現位置での保存や活用を希望する
意見が大勢を占めています。一方で、広報などケヤキの伐根を伝える市の周知は不十分
です。伐根の計画を知らない人が非常に多く（同 聴き取りに基づく）、この計画に反対
の意見を表明する機会が失われており公正さを欠いています。このように、民意を正し
く反映していない事業の推進は、正当性に疑問符が付きます。 

２．（歴史の象徴）ケヤキは当地への植樹から 100 年以上が経っています。入間尋常小学
校（入間小学校の前身）の記念樹として当時の校長が着想し、4人の児童が一所懸命に
近くの山から担いできた逸話は、大正 9 年（1920 年）当時の入曽の風景や住民の人柄
を物語っています。その後、太平洋戦争・高度経済成長・少子化の時代を経て大木に育
ったケヤキは、入間小学校の敷地内に留まらず入曽の町の歴史と人々の記憶に深く刻
まれています。このように、ケヤキは入曽 100 余年の証となる名木です。狭山市緑の
基本計画によれば、古くから町の象徴として親しまれている名木は保全される十分な
理由があります。 

３．（豊かな市民生活と魅力ある景観）市街地の緑は豊かな市民生活になくてはならない
存在です。緑は人々の心に安らぎや充足感を与え、日々の暮らしを豊かにしてくれます。
生活する傍らで緑とふれあい自然の息吹を感じることは、健康で潤いのある生活環境
を創造するうえでかけがえのないことです。市街地における緑はまちに潤いを与え、個
性的で魅力ある景観を創り出します。大木は都市の美観を維持します。これらは狭山市
緑の基本計画にも謳われていることです。今あるケヤキの保存と活用は、市民の心や暮
らしを豊かにし入曽の町の景観に魅力を与えるための最良の方法です。 

４．（シビックプライドに基づくまちづくり）入曽の町にある 40年来の課題を解決し、未
来を見据えて魅力あるまちづくりを推進するためには、行政だけでなく市民の主体的
な参加が不可欠です。市民生活に溶け込んだケヤキが歴史を物語り町に潤いや魅力を
もたらすことは、市民に入曽の町への愛着や誇りを醸成します。ケヤキが町と市民をつ
なぐことで町への関心を高め、入曽のまちづくりへの市民参加を促します。このような
シビックプライド（都市に対する市民の誇り）に基づくまちづくりは市民の誇りをさら
に高め、まちづくりに好循環を生み出します。行政主導のまちづくりとは異なり、入曽
において魅力と活力ある持続可能なまちづくりを実現します。

以上 

※連絡先変更のため、旧情報は伏せさせていただきました。 
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ケヤキに関する質問予定市議と要旨

狭山市議会令和 4 年第 2 回（6 月）定例会において、入間小学校跡地のケヤキについて質
問予定の市議と、関連する入曽駅周辺整備事業について質問予定の市議を抜き出し、質問要
旨をまとめた。狭山市議会 WEB サイトを基に入間小のケヤキを未来につなぐ会が作成。 

13日 三浦和也議員 (会派 改進) 

１．入曽駅周辺整備事業 
(3)地域への説明について
【1】入間小学校跡地のケヤキの取扱いについて、地域への説明は行ってきたか。

13日 猪股嘉直 (会派 日本共産党) 

１．入曽駅周辺整備事業 

14日 田中寿夫 (会派 市民派無所属) 

３．入曽駅周辺整備事業 
(1)議会答弁の検証
【1】大ケヤキ伐根処分の庁内合意はいつだったのか。

定例会日程 

日にち 会派 質問者 
6月 13日 日本共産党 大沢えみ子議員 

新政みらい 内藤光雄議員 
はつらつ創造 金子広和議員 
改進 三浦和也議員 
日本共産党 猪股嘉直議員 

6月 14日 市民派無所属 田中寿夫議員 
自由民主党 千葉良秋議員 
日本共産党 衣川千代子議員 
改進 福田正議員 
公明党 綿貫伸子議員 

6月 15日 公明党 加賀谷勉議員 
市民派無所属 高橋ブラクソン久美子議員 
はつらつ創造 西塚和音議員 
改進 笹本英輔議員 

添付資料 



WEB フォームからイオンに問い合わせた 

そよら入曽のケヤキに関する回答メール 

Subject: イオンへの Web 問い合わせ【No-0000242975】 
From: cs_aeon@aeonpeople.biz 
Date: 2022/05/25 17:21 
To: yuya.fukuzumi@gmail.com 

フクズミ ユウヤ さま

この度は、新規店舗につきましてお申し出をいただき、誠にありがとうございます。早速、担当部署にお申し出
になられた内容を伝えました。 

「この度は、新規店舗に関するご意見をいただき、ありがとうございます。お返事が遅くなり申し訳ございませ
ん。お客さまからいただいたご意見ご要望の件数についてのお問い合わせでございますが、開示はいたしており
ません。大変恐れ入りますが、ご理解いただければと存じます。今回の新規店舗計画地に関しましては、狭山市
より、ケヤキの移植は難しく、移植しても根付く保証はできないことから 、樹木自体は伐採するという事前説明
を受けております。伐採後の木材を使った加工品の作成等により、地域に貢献できるご提案をすることを前提と
し、事業者募集に参加いたしました。また、狭山市から弊社に対し、樹木を残すことについて申し入れはござい
ませんでした。地域の皆さまからのお申出は存じ上げておりますが、樹木についてはお答えできる立場ではない
と考えております。ご了承いただきますようお願い申し上げます。なお、今後ケヤキに関するご意見・お問い合
わせにつきましては、狭山市へお申し出いただきますようお願いいたします。新規店舗 が、より良い店舗になる
よう、取り組んでまいります。イオンリテール株式会社 開発部 野上 」 

これからも、イオングループをご利用くださいますよう、心よりお願い申しあげます。 

イオン お客さまサービス部 メール担当：前田・樋口

※このメールに返信される際は、下記の部分を変更あるいは削除せずに返信してください。
[6bf8c121828250c78b7ee038ff061fb91b9552bcfa645e72]

添付資料 

※下線やマーカーは「入間小のケヤキを未来につなぐ会」で追加したもの。下線部は、「フクズミ」以外の他の
人への回答にも共通している部分。個人情報や問い合わせメールの識別番号は黒塗りで伏せた。
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み
茶
椀
ぐ
ら
い

の
子
供
で
し
た
。

あ
た
り
を
見
渡
す
と
、
北
が
わ
に
ガ
ラ
ス
窓
の
校
舎
が
あ
り
、
所
沢
街
道
に
平
行
し
て
剣
道
場
と
農
業
教

室
が
あ
り
、
教
室
の
う
ら
が
わ
か
ら
街
道
ま
で
広
い
生
徒
た
ち
の
農
業
実
習
地
が
、
お
寺
の
山
門
を
背
景
に

広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
一
人
ぼ
っ
ち
に
な
っ
た
淋
し
さ
で
、
幾
度
か
涙
を
流
す
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
い
つ
の
ま
に
か
元

気
な
子
供
た
ち
の
歓
声
に
元
気
づ
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
春
と
も
な
れ
ば
、
金
剛
院
の
山
門
付
近
に
は
見
事
な
桜
が
咲
き
、
秋
を
迎
え
る
と
獅
子
舞
の
美
し

い
笛
の
音
色
が
聞
こ
え
、
私
を
励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。

年
を
経
る
う
ち
に
、
自
分
で
も
驚
く
ほ
ど
大
き
く
な
り
、
子
供
た
ち
は
木
登
り
を
し
た
り
、
私
を
囲
ん
で
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遊
技
を
し
た
り
恰
好
の
遊
び
相
手
と
な
っ
て
、
一
緒
に
暮
ら
す
楽
し
い
日
々
と
な
り
ま
し
た
。
時
に
は
、
卒

業
生
た
ち
が
訪
れ
て
、
私
に
話
し
掛
け
た
り
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
子
供
た
ち
が
病
気
や
怪
我

で
休
ん
だ
り
す
る
と
心
配
に
な
っ
た
り
、
大
正
十
二
年
の
関
東
大
地
震
で
は
、
校
舎
が
壊
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
驚
い
た
り
、
長
い
間
に
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
私
は
あ
の
太
平
洋
戦
争
の
悲
惨
な
出
来
事
は
今
で
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
学

校
か
ら
も
大
勢
の
卒
業
生
が
戦
地
へ
と
出
陣
し
て
い
ま
だ
帰
ら
ぬ
卒
業
生
も
い
ま
す
。
こ
と
に
昭
和
二
十

年
七
月
十
日
の
空
襲
で
は
、
小
久
保
好
蔵
校
長
先
生
（
川
越
在
山
田
村
出
身
）
が
校
舎
の
玄
関
を
出
た
と
こ

ろ
で
弾
に
当
た
っ
て
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
き
な
犠
牲
と
悲
し
み
は
、
今
も
深
く
心
に
焼
き
つ
い
て

離
れ
ま
せ
ん
。
只
、
ひ
た
す
ら
手
を
合
わ
せ
る
の
み
で
す
。

私
が
こ
の
地
に
根
を
お
ろ
し
て
七
十
余
年
。
島
崎
先
生
を
は
じ
め
元
気
者
だ
っ
た
あ
の
四
人
の
生
徒
さ

ん
も
、
す
で
に
今
は
他
界
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
「
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
」

私
を
こ
こ
ま
で
育
て
て
く
れ
た
歴
代
の
先
生
方
や
地
域
の
み
な
さ
ん
、
仲
良
し
に
な
っ
た
み
な
さ
ん
に

感
謝
し
な
が
ら
、
こ
の
大
地
に
し
っ
か
り
と
根
を
は
り
、
元
気
な
子
供
た
ち
や
み
な
さ
ん
の
幸
せ
を
永
久
に

見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

み
な
さ
ん

い
つ
ま
で
も
私
を
可
愛
が
っ
て
く
だ
さ
い

平
成
三
年
八
月
十
五
日

※
こ
の
詩
は
、
入
曽
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
掲
示
さ
れ
て
い
る
『
け
や
き
の
つ
ぶ
や
き
』
（
新
井
太
郎

作
）
を
入
間
小
の
ケ
ヤ
キ
を
未
来
に
つ
な
ぐ
会
の
責
任
で
紙
資
料
に
打
ち
直
し
た
も
の
で
す
。
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